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このセミナーは創薬科学研究科・先端薬科学特論の単位認定となります。

Zoomを並行実施

LPSを足場としたセリンプロテアーゼ前駆体の活性型

遷移状態を介した自己触媒的活性化の分子機構

聴講を希望される方は講義室に来られる予定の方も必ず、

11月4⽇（金）12:00 までに左側の QR コード or 下のリンクより

ご登録下さい。セミナー前日までに Zoom URL をご連絡します。

新型コロナの感染状況によってはオンラインのみとなります

PDFファイルの方は

ここをクリックして登
録してください

血液凝固系に代表される複数の酵素前駆体からなる活性化の連鎖反応では、

最上流の前駆体の活性化は前駆体どうしの分子間相互作用を介する自己触媒

的活性化で説明される。しかし、その概念を支える分子機構の実態は推測の域

を出ていない。本講演では、グラム陰性菌のリポ多糖（LPS）を反応の足場として

自己触媒的活性化を引き起こすカブトガニ体液凝固系のセリンプロテアーゼ前

駆体を取り上げ、自己触媒的活性化を解説頂く。

http://www.ps.nagoya-u.ac.jp/
http://www.ps.nagoya-u.ac.jp/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSchXUXAHgq6IXuo7blZ5Q3vqkaX3ngskF-qLVzawiA5U80rzA/viewform?usp=sf_link

